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✓ 硫化物系全固体電池は、全固体電池の課題である内部抵抗（固体電解質のイオン伝導率）と耐久性
（活物質と固体電解質との密着性確保）に解決の目処が得られている（車載用途以外では既に実用化）。

✓ 但し、硫化物系固体電解質には水と反応して有毒な硫化水素（H2S）を発生するという安全性の課題
があり、車載用途への実用化には更なるブレークスルーが必要である。

✓ 中国ではエネルギー密度300‐400Wh/kgを目標に半固体電池の開発が進められており、2023年末に
WeLionの半固体電池がNIOに納入されている。

✓ 全固体電池は、半固体電池のエネルギー密度を上回るために負極にリチウム（Li）金属を用いる場合が
多いが、Li金属にも水と反応して発火するという安全性の課題がある。

✓ 硫化物系固体電解質は電解液よりも高コストであり、水との反応を抑えるため従来より厳しいドライ環境で
電極・セルを製造する必要がある等、コストも重大な課題である。

✓ この安全性やコストの課題解決が難しいことから、車載用途の全固体電池は少量での実用化はできたと
しても、2020年代での量産化は難しい思われる。
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固体電池とは

✓ 固体電池に明確な定義はないが、全固体と半固体電池を合わせて固体電池と呼ばれていることが多い
✓ 全固体電池とは、リチウムイオン電池の電解液を固体にした電池
✓ 一部でも電解液が残っているのは全固体電池ではなく、半固体電池

セパレータ ゲルポリマー

半固体電池半固体電池
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固体電池



車載用固体電池メーカー一覧

✓ 全固体電池は主に日本と韓国のメーカーが開発しており、半固体電池は主に中国メーカーが開発中

全固体電池 半固体電池

車載用固体電池メーカー

トヨタ（日本）
日産（日本）
ホンダ（日本）
Solid Power（米国）
Samsung SDI（韓国）
AESC Group（日本）
LGES（韓国）
GSユアサ（日本）
Blue Solutions（米国）

QuantumScape（米国）
ProLogium（中国）
Qingtao（中国）
Welion（中国）
CATL（中国）
Factorial（米国）
Gotion（中国）
Farasis（中国）
SES（米国）
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